
秋田工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 創造工学演習
科目基礎情報
科目番号 0007 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 生産システム工学専攻 対象学年 専2
開設期 後期 週時間数 2

教科書/教材 参考書：「FPGAボードで学ぶVerilog HDL」井倉 将実 著，CQ出版，各種IC規格表，他，　　 参考書：「コンパクト電
子回路ハンドブック」　高橋　勲　著　丸善，各種ＩＣ規格表　他

担当教員 安東 至
到達目標
１．事前に十分に調査を実施し，製作品について十分な説明ができる。
２．製作品に用いた機械や電子回路の構成，動作を理解し，組立や説明できる。
３．立案から完成までの全過程において，問題の発見とその解決手段を試み，作品を完成させる。
４．製作品に関する考察が充分に推敲され，読み易くまとめられたレポートを期日までに提出できる。
５．製作品についてプロジェクタ等を用いて分かり易く発表でき，質問にも適切に応えられる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 事前に十分に調査を実施し，製作
品について十分な説明ができる。

製作品について十分な説明ができ
る。

製作品について十分な説明ができ
ない。

評価項目2
製作品に用いた機械や電子回路の
構成，動作を理解し，組立や説明
できる。

製作品に用いた機械や電子回路の
構成，動作を理解できる。

製作品に用いた機械や電子回路の
構成，動作を理解できない。

評価項目3
立案から完成までの全過程におい
て，問題の発見とその解決手段を
試み，作品を完成させる

立案から完成までの全過程におい
て，問題の発見ができる。

立案から完成までの全過程におい
て，問題の発見ができない。

評価項目4
製作品に関する考察が充分に推敲
され，読み易くまとめられたレポ
ートを期日までに提出できる。

製作品に関するレポートを期日ま
でに提出できる。

製作品に関するレポートを期日ま
でに提出できない。

評価項目5 製作品について分かり易く発表で
き質問にも適切に応えられる

製作品についてプロジェクタ等を
用いて発表できる。

製作品についてプロジェクタ等を
用いて発表できない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　立案した作品の機械と電子回路の設計および製作を通じて，基本的な機械動作機構を理解し，デジタル・アナログ

IC，FPGA，PIC，マイコンの基本的な使用方法を修得するとともに，設計および製作能力を養う。

授業の進め方・方法 演習形式で行う。最後に製作回路の発表とレポート提出を行う。
立案から製作までは10週をかけて各班で作品完成に向けて計画的に進める。

注意点

『構想力・計画設計・具現化』30点，『取り組み』20点，『成果報告』50点の計100点として，合格点は60点とする。
その内訳に関しては，
・『構想力・計画設計・具現化』は「創造性のあるアイデアを提案できる」10点，「複数の知識を応用できる」10点
，「コスト等の制約条件や解決すべき問題点を考慮したデザインあるいは解決策となっている」10点を評価観点とする
。
・『取り組み』は「コミュニケーション力ならびにチームワーク力」10点，「積極的に取り組み，計画的に実施する能
力などがある」10点を評価観点とする。
・『成果報告』は「解決すべき課題の自然や社会への影響および改善・発展ついて考察している」25点，「発表や報告
書等でデザイン，構想あるいは解決策の結果を分かりやすく提示するために，図、文章、 式、プログラム等で表現して
いる」25点を評価観点とする。
（講義を受ける前）実験内容を事前に予習し，分からなかった点をまとめておくこと。　
（講義を受けた後）実験データを充分に考察すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 授業ガイダンス 授業の進め方と評価の仕方について説明する。

2週 1. 電子回路製作の基礎
(1)デジタル回路の基本回路と動作原 デジタル回路の基本回路と動作原理が理解できる。

3週 (2)アナログ回路の基本回路と動作原理 アナログ回路の基本回路と動作原理が理解できる。
4週 (3)FPGAやPICの設計 FPGAやPICの設計手法がわかる。

5週 2.立案と設計および製作
(1)作品の機械，電子回路の立案

製作する作品の立案と，機械と電子回路の結びつきが
理解できる。

6週 (2)機械と電子回路の全体設計 機械構造と電子回路の全体設計が行え，全体の動作原
理が理解できる。

7週 (3)機械と電子回路の詳細設計 機械と電子回路の詳細設計が行え，各部の動作原理が
理解できる。

8週 3.製作
(1)機械と電子回路の製作

設計した機械図面，電子回路図面をもとに，機械と電
子回路を製作できる。

4thQ

9週 (2)機械と電子回路の動作確認 製作した機械と電子回路の動作を確認し，間違いなど
を修復できる。

10週 4.作品の発表 作品の立案理由と設計，製作について，要点をまとめ
発表できる。

11週 5.　最終報告レポート 設計した機械および回路図面を添付した報告書をまと
めることができる。授業アンケート

12週
13週
14週
15週
16週



モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

アイディアの
提案力 知識の応用力 解決策 コミュニケー

ション力
計画的実施能
力 能力 表現能力 合計

総合評価割合 10 10 10 10 10 25 25 100
知識の基本的
な理解 10 10 5 0 0 10 5 40

思考・推論・
創造への適用
力

0 0 0 0 0 5 0 5

汎用的技能 0 0 0 5 5 0 10 20
態度・嗜好性
(人間力) 0 0 0 5 0 0 0 5

総合的な学習
経と創造的思
考力

0 0 5 0 5 10 10 30


